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          (50%超保有) 
【直接保有】 
  10% 
                    【間接保有】   
           30％超 
 

法人の形態 

【資本多数決法人の場合】 
【資本多数決法人以外の法人の

場合】 

株式会社、有限会社、投資法人 
特定目的会社，等 

合名会社、合資会社、合同会社、 
財団法人、学校法人、宗教法人等 

②法人のお客さまの事業収益・

事業財産の 25%超える配当・分

配を受ける権利を有する個人が

いる。 

②直接または間接に 25%を超

える議決権を保有する個人

がいる。 

③出資・融資・取引その他の関係を通じて事業活動に支配的な影響力を有すると認められる個人がいる。 
(例えば、大口債権者、会長、創業者等) 

④法人を代表し、その業務を執行する個人(代表取締役等)の方が「実質的支配者」です。 

【実質的支配者が直接または間接に 25%超の議決権を有する例】 

法人 C 社 

法人のお客さま A 社 

            
            

 
合計 40%の議決権を直接または間接に保有する 
A 社の実質的支配者                     

                
                        *法人 C は、実質的支配者 B 氏が議決権を 
                                             50%を保有する支配法人          

B 氏は ・A 社の議決権を 10%を直接保有 
    ・法人 C 社を通じて議決権 30%間接保有 

①直接または間接に 50%を超

える議決権を保有する個人が

いる。 

①直接または間接に 50%を超え

配当・分配を受ける権利を保有

する個人がいる。 

該当する個人の

方が 

実質的支配者 

です。 


